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の誕生
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の誕生
　私達の親愛なるアッラーの御使いムハンマド･イブン･アブドゥ=ッラー･イブン･アブド･ル=ムッタリブ･アル=ハーシミ･ル=クライシー[image: image2.png]&)



は、西暦571年ラビーウ･ル=アウワル月12日月曜日に、マッカにお生まれになりました。これは、象を率いた軍団がカアバ神殿を破壊すためにマッカへ来て、しかし反対に滅ぼされた、象の年でした。

　ムハンマド[image: image3.png]&)



の父親は、彼がお生まれになる前に亡くなりました。ハリーマ･アル=サァディーヤが彼の乳母をしました。彼は6歳の時、母親のアーミナ･ビント･ワハブと共に、マッカの母方の叔父を訪ねました。マッカへ戻る道中、彼の母親はアル=アブワーで亡くなり、彼は孤児になりました。彼の祖父アブド･ル=ムッタリブが彼の後見人になり、しかし彼もムハンマド[image: image4.png]&)



がたった8歳の時に亡くなりました。その後彼の父方の叔父アブー･ターリブが彼の後見人になりました。アブー･ターリブは彼の世話をし、親切に接し、40年以上も彼を保護したにも関わらず、クライッシュ族に先祖の信仰を捨てたと対面を傷つけられるのを恐れ、ムハンマド[image: image5.png]&)



の信仰を信じると信仰告白せずに亡くなりました。
ムハンマド[image: image6.png]&)



は、過ちから導きへ、暗黒から光の中へ全ての人々を導くために、アッラー[image: image7.emf]

によって送られた、全人類へのアッラーの使徒です。彼は、若かった時、マッカの人々のために羊の番をしていました。その後、彼はハディージャ･ビント･フワイリッド[image: image8.png]Al



に代わって、シリアへ旅商に行き、彼女に大きな利益を生みました。ハディージャ[image: image9.png]Al



は彼の人格と誠実さと正直さに感銘を受け、そして彼女は彼と結婚しました。彼は25歳であり、彼女は40歳でした。そして彼は彼女が亡くなるまで、いかなる女性とも結婚しませんでした。
アッラー[image: image10.emf]

は、ムハンマド[image: image11.png]&)



が最善の性格に育てられるようにさせ、彼にとても気を配りました。彼は部族の中で、身体的健康と性格において最高の者となりました。彼は最も寛容で、最も忍耐強く、最も誠実で、最も正直でした。それゆえ彼の部族の人々は、彼をアッ=サーディク(正直な者)･ル=アミーン(信頼できる者)と呼んでいました。ムハンマド[image: image12.png]&)



は孤高への傾向が与えられ、それゆえよくヒラーの洞窟で、一人で何日も昼夜を過ごし、彼の主へ崇拝し祈祷していました。彼は偶像崇拝とアルコールと乱交な行為を嫌っていました。それゆえ彼は、彼の全生涯を通じてそれらに気をとられませんでした。
ムハンマド[image: image13.png]&)



は３５歳になった時、洪水によって破壊されたカアバ神殿の再建に参加しました。誰が黒石をその場所に戻すかについて口論が始まった時、彼はその論争を終わらせるための仲裁者に指名されました。彼は布を取りにいかせ、黒石をその上に載せました。そして部族長達全てが一緒に黒石を持ち運べるように、その生地の端を持つように言い、彼らは運びました。それからムハンマド[image: image14.png]&)



はその場所へ黒石を置き、その周りを拘泥で固めました。
イスラーム以前のアラブの状況

　ジャーヒリーヤ(イスラーム以前のアラブ)の人々は、気前良さ、忠義さ、勇気等の幾つかの良い性格を持っていました。そして彼らは、カアバ神殿を尊重し、その周りをタウワーフし、ハッジやウムラを行い、犠牲を捧げる等、イブラーヒーム[image: image15.png]


の信仰の教えに幾つか従っていました。しかし残念ながら、これらの良い特質の他に、彼らは、姦通や、飲酒、リバ(高利貸しや利子)に夢中になる、娘殺し、圧制、偶像崇拝等、悪い習慣と風習も幾つか持っていました。イブラーヒーム[image: image16.png]


の信仰を変えるように導き、偶像崇拝を取り入れたのは、アムル･イブン･ルハイ･アル=フザーイでした。彼は偶神をマッカや他の地ヘ持込み、人々にそれらへ崇拝するように呼びかけました。これらの偶神の中には、ワッド、スワーウ、ヤグース、ヤウーク、ナスラーもありました。後にアラブは、カディードと呼ばれる場所のマナート、アッ=ターイフのアッ=ラート、ワーディー･ナフラのアル=ウッザー、カアバ神殿の中のフバル、カアバ神殿周辺の他の偶神等も崇拝し、さらには家にも偶神を置きました。人々は占い師、易者、奇術師にお互いの間を裁いてもらうように相談していました。
これらの偶像は、アッラー[image: image17.emf]

が彼の使徒ムハンマド[image: image18.png]&)



を送られ、そして彼がアッ=タウヒード(アッラー[image: image19.emf]

の唯一性)の神託を携えた４０歳になるまで、アッラー[image: image20.emf]

の替わりに崇拝され続けていました。彼はアッラー[image: image21.emf]

を唯一崇拝し、偶像崇拝を止めるように人々に呼びかけました。そのためクライッシュは彼を非難し言いました。；5. かれは多くの神々を，一つの神にしてしまうのですか。これは全く，驚きいったことです。」；サード章38:5　それゆえ彼と彼の教友達[image: image22.png]


は偶像を破壊しました。真実が普及し、偽りが消滅しました。；81. 言え，「（今や）真理は下り，虚偽は消え去りました。本当に虚偽は常に消える定めにあります。」；夜の旅章(アル･イスラー)17:81　アッラーの御使い[image: image23.png]&)



に送られた最初の啓示は、彼がよく崇拝行為をしに行っていたヒラーの洞窟で、ジブリール[image: image24.png]


が彼のもとへ読むように命令しに来た時でした。預言者[image: image25.png]&)



は「私は読む事ができません。」と返事しました。このやり取りが再度繰り返され、三度目にジブリール[image: image26.png]


は彼に言いました。；1. 読め，「創造なされる御方，あなたの主の御名において。2. 一凝血から，人間を創られた。」3. 読め，「あなたの主は，最高の尊貴であられ，4. 筆によって（書くことを）教えられた御方。5. 人間に未知なることを教えられた御方である。」；凝血章(アル･アラク)
アッラー[image: image27.emf]

は彼の使徒ムハンマド[image: image28.png]&)



を大いに加護され、彼に高貴な徳性を課されました。彼は仰っています。；6. かれは孤児のあなたを見付けられ，庇護なされたではないか。7. かれはさ迷っていたあなたを見付けて，導きを与え，8. また貧しいあなたを見付けて，裕福になされたではないか。9. だから孤児を虐げてはならない。10. 請う者を揆ね付けてはならない。11. あなたの主の恩恵を宣べ伝えるがいい。；朝章(アッ･ドハー)93:6-11

アッラー[image: image29.emf]

は、他の如何なる人も兼ね備えていない高貴な徳性、彼の主がこれらの徳性のために彼を賞賛する程の高貴な徳性によって、彼の使徒[image: image30.png]&)



に栄誉を与えられました。アッラー[image: image31.emf]

は仰っています。；4. 本当にあなたは，崇高な徳性を備えている。；筆章(アル･カラム)68:4　アッラー[image: image32.emf]

の思し召しにより、ムハンマド[image: image33.png]&)



はこれらの高貴で賞賛に値する徳性のために、人々を一つに纏め、彼らの心を懐柔することができました。；159. あなたがかれらを優しくしたのは，アッラーの御恵みであった。あなたがもしも薄情で心が荒々しかったならば，かれらはあなたの周囲から離れ去ったであろう。だからかれら（の過失）を許し，かれらのために（アッラーの）御赦しを請いなさい。そして諸事にわたり，かれらと相談しなさい。いったん決ったならば，アッラーを信頼しなさい。本当にアッラーは信頼する者を愛でられる。；イムラーン家章(アーリ･イムラーン)3:159　
アッラー[image: image34.emf]

は彼の使徒ムハンマド[image: image35.png]&)



を全人類へ送られました。アッラー[image: image36.emf]

は彼に聖クルアーンを啓示され、人々にアッラー[image: image37.emf]

を崇拝するように呼びかけるように彼に命令されました。彼は仰っています。；45. 預言者よ，本当にわれはあなたを証人とし，吉報の伝達者そして警告者として遣わし，46. かれの許しで（人びとを）アッラーに招く者，光明を行き渡らせる燈として（遣わした）のである。；部族連合章(アル･アハザーブ)33:45-46　アッラーの御使い[image: image38.png]&)



は、アッラー[image: image39.emf]

の教授なしでは何も知らい人間でした。彼は幽玄界を知らなかったし、彼は自身や他人を益したり害する力を全く持っていませんでした。アッラー[image: image40.emf]

は仰っています。；188. 言ってやるがいい。「わたしはアッラーが御好みにならない限り，自分自身のための利害すら自由に出来ない。わたしがもし幽玄界を知っているならば，わたしは善いことを増し，また災厄に会わなかったであろう。わたしは只の一人の警告者で，信仰する者への吉報を知らせる一人の伝達者に過ぎない。；高壁章(アル･アアラーフ)7:188　アッラー[image: image41.emf]

は、全ての他の宗教の上に(真の教えが)普及するように、預言者ムハンマド[image: image42.png]&)



をイスラームと共に送られました。；28. かれこそは，導きと真実な教えをもって，それを凡ての宗教の上に宣揚するため，かれの使徒を遺わされた方。本当にアッラーは立証者として万全であられる。；勝利章(アル･ファトフ)48:28
使徒[image: image43.png]&)



の使命は、彼に送られた神託を広めることでした。そして導きは、アッラー[image: image44.emf]

の御手にあります。；48. もしかれらが背き去っても，われはかれらへの見張り人として，あなたを遣わした訳ではない。あなた（の務め）は，（啓示の）伝達だけである。人間はわれが恵みを味わせると，それにより高慢になる。ところが，自分の手が犯した行いのために不幸に悩まされると，本当に恩を忘れる。；相談章(アッ･シューラー)42:48　人々をこの信仰に呼びかけ、暗黒から光の中へと連れ出す事によって残りの慈善行為を行った事に対する偉大な恩恵のために、アッラー[image: image45.emf]

は彼の使徒[image: image46.png]&)



の過去と未来の罪を許され、私達に常に彼への祝福を祈るように命令されました。アッラー[image: image47.emf]

は仰っています。；56. 本当にアッラーと天使たちは，聖預言者を祝福する。信仰する者たちよ，あなたがたはかれを祝福し，（最大の）敬意を払って挨拶しなさい。；部族連合章(アル･アハザーブ)33:56　アッラーの御使い[image: image48.png]&)



は、この宗教を広めるために大いなる努力をしました。そして彼の教友達[image: image49.png]


も彼と共に努力しました。それゆえ彼のスンナ(慣例)の模範に従い、彼の教えを堅く守らなければなりません。アッラー[image: image50.emf]

は仰っています。；21. 本当にアッラーの使徒は，アッラーと終末の日を熱望する者，アッラーを多く唱念する者にとって，立派な模範であった。；部族連合章(アル･アハザーブ)33:21
イスラームはフィトラ(人間の自然体)と公正の宗教であり、アッラー[image: image51.emf]

が全人類のために選ばれた宗教です。それは、基本原則と細々とした事、礼儀、崇拝行為、人との取引の規則を含みます。ムスリム共同体はイスラームに従う事なくしては決して成功する事ができず、同時にアッラー[image: image52.emf]

は決して人々から他の宗教を受け入れる事はないでしょう。アッラー[image: image53.emf]

は仰っています。；85. イスラーム以外の教えを追求する者は，決して受け入れられない。また来世においては，これらの者は失敗者の類である。；イムラーン家章(アーリ･イムラーン)3:85　人がアッラーの御使い[image: image54.png]&)



を愛する程度は、全ての命令された、または禁じられたことについて、人がどれだけ彼に近く従っているかに見られます。
アッラー[image: image55.emf]

よ、あなたがイブラーヒームとイブラーヒームの家族に御祝福を送られたように、ムハンマド[image: image56.png]&)



とムハンマド[image: image57.png]&)



の家族に御祝福をお送り下さい。あなたこそ、賞賛をされるべき御方であり、完全なる賛美です。
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